
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
盤
古
王
」
説
話
研
究
ノ
ー
ト

「
神
在
経
云
」
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て

小
　
椋
　
愛
　
子

、
は
じ
め
に

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
約
三
五
〇
篇
の
説
話
を
所
収
す
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
典
拠
を
有
し
、
そ
れ
を
忠
実
に
引
く
も
の
が
多
い
。
典
拠
が
日
本

の
書
物
の
場
合
は
出
典
を
明
記
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
逆
に
漢
籍
の
場
合
は
明
記
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
典
拠
は
、
経
典
、
漢
籍
、
軍
記

物
語
、
説
話
集
、
歌
論
集
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
説
話
の
出
典
を
探
り
、
そ
の
受
容
と
変
容
の
あ
り
方
を
考
え
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
巻
一
、
第
五
「
衆
生
」
中

に
み
え
る
、
中
国
の
創
生
神
話
「
盤
古
王
」
の
記
述
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
の
中
で
も
「
神
在
経
云
」
と
し
て
引
用
す
る
記
述
に
注
目
し
た
い
。

「
盤
古
王
」
は
、
中
国
創
世
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
「
神
在
経
云
」
と
し
て
、
「
盤
古
王
」
の
子
が
五
帝
龍
王
と
の

説
を
述
べ
る
。
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
「
神
在
経
」
と
は
、
い
か
な
る
書
物
な
の
か
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
多
く
の
説
話
が
、
常
に
何
ら
か
の
典
拠
を

有
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
す
る
と
、
本
説
話
も
何
ら
か
の
出
典
に
基
づ
く
か
、
あ
る
い
は
参
照
に
付
し
た
書
物
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
「
盤
古
王
」
の
記
述
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
考
え
て
み
た
い
。
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二
、
盤
古
王
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
盤
古
は
、
中
国
で
、
天
地
を
創
造
し
た
と
さ
れ
る
天
子
の
名
で
あ
る
。
日
本
の
書
物
で
、
古
く
は
、
『
経
国
集
』
に
そ
の
名
が
み
え
る
。
巻
二

十
「
文
章
生
大
初
位
上
紀
朝
臣
真
象
上
」
の
文
字
の
歴
史
の
対
策
文
で
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
問
。
上
古
淳
朴
。
唯
有
二
結
縄
一
。
中
葉
澆
醜
。
始
造
二
書
契
一
。
是
知
三
五
六
経
由
レ
文
垂
レ
教
。
未
レ
審
三
七
十
二
君
何
字
刻
二
石
子
一
。

　
　
貫
コ
穿
墳
典
一
該
］
博
古
今
一
。
既
辮
二
三
家
之
疑
一
。
亦
探
二
百
氏
之
奥
一
。
愁
陳
二
精
辮
一
。
侯
レ
被
二
弦
惑
一
。

　
　
臣
聞
。
…
…
盤
古
之
際
難
レ
詳
。
七
十
二
君
。
皇
極
之
猷
可
レ
験
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、
「
盤
古
」
を
大
昔
・
太
古
の
意
で
用
い
て
い
る
。
中
世
で
は
、
『
愚
管
抄
』
巻
一
に
漢
家
年
代
の
第
一
と
し
て

　
　
盤
古
　
天
地
人
定
後
之
首
君
也
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

と
あ
り
、
天
子
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
『
神
皇
正
統
記
』
神
代
に
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
震
旦
ハ
コ
ト
ニ
書
契
ヲ
コ
ト
ト
ス
ル
國
ナ
レ
ド
モ
、
世
界
建
立
ヲ
云
ル
事
タ
シ
カ
ナ
ラ
ズ
。
…
…
但
異
書
ノ
説
二
、
混
沌
未
分
ノ
カ
タ
チ
、

天
・
地
・
人
ノ
初
ヲ
云
ル
ハ
、
神
代
ノ
起
二
相
似
タ
リ
。
或
ハ
又
盤
古
ト
云
王
ア
リ
。
「
目
ハ
日
月
ト
ナ
リ
、
毛
髪
ハ
草
木
ト
ナ
ル
。
」

ト

　
　
云
ル
事
モ
ア
リ
。

傍
線
部
分
、
盤
古
の
目
が
日
月
と
な
り
、
毛
髪
が
草
木
と
な
る
と
い
う
記
述
は
、
後
世
、
『
塵
袋
』
な
ど
に
引
き
継
が
れ
る
。
ま
た
、
『
正
法
眼

　
べ

蔵
』
第
十
九
「
古
鏡
」
に
も
、
大
昔
・
太
古
の
意
味
で
は
あ
る
が
、
用
例
が
み
え
る
。

　
　
…
：
「
漢
来
漢
現
」
は
、
こ
の
「
漢
」
は
混
沌
よ
り
こ
の
か
た
、
盤
古
よ
り
の
ち
、
三
才
・
五
才
の
現
成
せ
る
と
い
ひ
き
た
れ
る
に
、
い

　
　
ま
雪
峰
の
道
に
は
、
古
鏡
の
功
徳
の
漢
現
せ
り
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
「
盤
古
」
そ
の
も
の
の
説
明
、
記
述
は
少
な
い
。
そ
の
他
、
盤
古
は
、
中
世
の
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
、
神
道
書
、
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陰
陽
道
の
暦
数
書
・
暦
注
と
い
わ
れ
る
『
童
箆
内
伝
』
等
に
散
見
さ
れ
る
。

す
る
漢
籍
は
、
全
て
私
に
返
り
点
、
句
読
点
を
付
す
。
）

こ
れ
ら
は
、
次
章
で
、
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
（
以
下
、
引
用

　
　
　
　
　
三
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
盤
古
王
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
巻
一
・
第
五
「
衆
生
」
で
、
「
本
朝
」
、
「
震
旦
」
、
「
天
竺
」
そ
れ
ぞ
れ
の
人
類
の
起
こ
り
を
説
明
す
る
が
、
そ
の
「
震
旦
」

の
起
こ
り
の
一
例
と
し
て
、
盤
古
の
説
話
を
引
く
。

　
　
次
震
旦
の
元
紀
を
い
は
“
、
天
地
未
分
の
時
、
一
気
渾
沌
と
し
て
形
鶏
子
の
ご
と
く
な
り
し
が
、
初
て
開
て
先
天
あ
り
て
後
に
地
さ
だ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
剤
－
此
天
地
の
気
即
化
し
て
人
世
と
な
る
。
い
は
ゆ
る
盤
古
王
こ
れ
其
祖
な
り
。
　
　
　
　
　
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
一
・
第
五
「
衆
生
」
）

盤
古
が
、
天
地
を
開
闘
し
た
こ
と
を
述
べ
、
次
に
「
北
山
云
」
と
し
て
続
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
北
山
云
、
天
高
事
一
丈
、
地
厚
事
一
丈
、
盤
古
長
一
丈
、
頭
東
を
極
め
、
足
西
を
極
め
、
左
手
南
を
極
め
、
右
手
北
を
極
め
、
目
を
開
を

　
　
ひ
る
と
し
、
目
を
閉
る
を
夜
と
し
、
呼
を
暑
と
し
、
吸
を
寒
と
し
、
呼
気
は
風
雲
と
な
り
、
吐
気
は
雷
震
と
な
る
。
四
時
行
、
万
物
を
生

　
　
ず
と
い
へ
り
。
此
君
世
を
治
給
ふ
事
、
一
万
八
千
才
崩
じ
給
て
後
、
両
眼
日
月
と
成
と
も
い
へ
り
。
三
皇
五
紀
其
商
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
事

　
　
な
し
。
故
に
盤
古
は
天
地
開
闇
の
王
也
と
い
へ
り
。

「
天
地
」
と
共
に
「
盤
古
」
が
成
長
し
、
盤
古
の
頭
、
足
、
左
手
、
右
手
が
「
東
西
南
北
」
に
、
さ
ら
に
、
目
が
日
と
月
に
な
っ
た
と
す
る
。

「
北
山
云
」
の
「
北
山
」
は
、
書
名
で
あ
ろ
う
。
『
山
海
経
』
の
中
に
「
北
山
経
」
、
「
海
外
北
経
」
、
「
大
荒
北
経
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
指
す
か
。

し
か
し
、
『
山
海
経
』
に
、
盤
古
の
記
述
は
な
い
。
但
し
、
「
海
外
北
経
」
、
「
大
荒
北
経
」
に
、
盤
古
と
よ
く
似
た
性
質
を
持
つ
神
、
「
燭
陰
」
、

「
燭
龍
」
の
記
述
が
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
と
混
同
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ね

　
さ
て
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
傍
線
部
分
の
天
地
が
分
か
れ
る
前
の
様
子
、
「
北
山
云
」
の
記
述
の
前
半
と
末
尾
の
表
現
は
、
唐
の
類
書
、
『
芸
文
類
聚
』
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巻
一
「
天
部
上
・
天
」
に

　
　
徐
整
三
五
暦
紀
日
、

「
三
五
暦
紀
」
を
引
用
す
る
部
分
、

、
1
、
、
占
ヌ
ニ

二
、

ノ

匪
　

日
清
挾
レ
　
陰
、
Ψ
恨
レ

　
、
　
　
　
　
、

二

　
　
一
日
九
愛
。
神
二
於
天
一
、
聖
二
於
地
一
。
天
日
高
一
丈
、
地
日
厚
一
丈
、
盤
古
日
長
一
丈
。
如
レ
此
萬
八
千
歳
。
天
敷
極
高
、
地
敷
極
深
。

　
　
盤
古
極
長
。
後
乃
有
二
三
皇
一
。
敷
起
二
於
一
一
、
立
二
於
三
一
、
成
二
於
五
一
、
盛
二
於
七
一
、
虚
二
於
九
一
、
故
天
去
レ
地
九
萬
里
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

の
傍
線
部
分
と
類
似
す
る
。
ち
な
み
に
『
太
平
御
覧
』
巻
一
に
も
、
こ
れ
と
同
文
（
但
し
一
行
目
「
混
沌
」
の
表
記
を
「
渾
沌
」
と
す
る
）
の

記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
、
盤
古
の
身
体
が
東
西
南
北
に
、
目
が
日
月
に
な
り
、
目
の
開
閉
で
昼
夜
に
、
呼
吸
で
寒
暑
と
な
る
記
述

は
な
い
。

　
こ
の
「
三
五
暦
紀
」
の
箇
所
は
、
日
本
書
紀
の
注
釈
書
、
神
道
書
等
に
引
用
さ
れ
る
。
元
応
二
年
（
＝
ニ
ニ
○
）
成
立
、
度
会
家
行
著
で
『
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聚
神
祇
本
源
』
の
「
天
地
開
閥
篇
」
、
同
じ
く
、
度
会
家
行
著
で
、
元
応
二
年
以
降
の
成
立
と
さ
れ
る
『
瑚
瑳
集
』
第
一
「
天
地
開
關
事
」
、
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

元
二
、
三
年
（
二
三
二
七
・
八
）
北
畠
親
房
著
の
『
元
元
集
』
（
『
類
聚
神
祇
本
源
』
、
『
瑚
瑳
集
』
の
影
響
を
強
く
受
け
た
と
さ
れ
る
）
に
は
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
三
五
暦
紀
日
、
未
レ
有
二
天
地
一
之
時
、
混
沌
状
如
二
難
子
一
。
漠
津
始
牙
、
鴻
濠
滋
萌
。
又
日
、
清
輕
者
上
為
レ
天
、
濁
重
者
下
為
レ
地
、
沖

　
　
和
氣
者
為
レ
人
。
故
天
地
含
レ
精
萬
物
化
生
。

　
　
（
『
瑚
漣
集
』
、
『
元
元
集
』
は
、
二
行
目
「
猫
」
を
「
濁
」
と
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
ま
で
に
成
立
の
『
釈
日
本
紀
』
は
、
二
箇
所
の
項
で
注
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
引
く
。

　
　
三
五
暦
紀
日
。
天
1
1
地
渾
n
沌
如
二
難
子
一
。
盤
－
古
生
二
其
中
一
、
萬
八
千
歳
。
天
－
地
開
－
閥
、
陽
ー
清
為
レ
天
、
陰
ー
濁
為
レ
地
。
盤
－

　
　
古
在
二
其
中
一
、
一
日
ー
九
愛
。
神
二
於
天
一
、
聖
二
於
天
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
天
地
未
レ
剖
」
項
）

　
　
三
五
暦
紀
日
。
日
高
一
丈
、
地
日
厚
一
丈
、
盤
古
日
長
一
丈
、
如
レ
此
萬
八
千
歳
　
天
敷
極
高
、
地
敷
極
深
、
盤
古
極
長
。
後
乃
有
三
二
皇
一
。

　
　
敷
起
二
於
一
一
、
立
二
於
三
一
、
成
二
於
五
一
、
盛
二
於
七
一
、
庭
二
於
九
一
。
故
天
去
レ
地
九
萬
里
。
　
　
　
　
　
　
（
「
天
地
相
去
未
遠
」
項
）
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ロ
ピ

さ
ら
に
、
康
正
年
中
（
一
四
五
五
ー
一
四
五
七
）
成
立
の
一
条
兼
良
著
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
に
、
天
地
が
分
か
れ
る
と
き
の
注
で

　
　
三
－
五
暦
紀
二
日
、
未
タ
レ
有
二
天
－
地
一
之
ー
時
、
渾
－
沌
状
チ
如
ク
ニ
難
ノ
ー
子
ノ
一
。
漠
津
始
テ
ー
牙
、
濠
－
瀕
滋
萌
。

ま
た
、
天
地
が
分
か
れ
た
後
、
神
が
生
じ
た
と
の
注
で
、

　
　
三
－
五
暦
－
記
二
日
、
盤
古
、
神
二
二
於
天
三
、
聖
ナ
リ
一
於
地
三
、
所
ー
謂
ル
、
此
－
書
ノ
神
－
聖
ナ
リ
也
、
聖
ト
ハ
謂
フ
ニ
神
－
人
愛
－
化
之

　
　
　
ヲ
一
、
其
ノ
神
ノ
之
聖
ナ
リ
也
…

と
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
続
け
て
「
儒
ー
云
」
と
し
て
「
…
盤
古
ノ
事
ハ
、
出
タ
リ
ニ
諸
異
－
書
三
」
と
、
こ
の
当
時
、
既
に
様
々
の
盤
古
の
説

が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
「
国
常
立
尊
」
の
注
で

　
　
三
－
五
暦
－
記
二
日
、
天
日
二
高
コ
ー
一
－
丈
、
地
日
二
ー
厚
キ
寸
一
－
丈
、
盤
－
古
日
二
長
キ
寸
一
－
丈
、
如
ク
レ
此
ノ
萬
－
八
－
千
－
歳
二
、
天
ノ

　
　
ー
敷
極
テ
ー
高
ク
、
地
ノ
ー
敷
－
極
テ
ー
深
シ
、
盤
－
古
極
ア
ー
長
シ
、
後
二
乃
チ
有
リ
三
二
皇
一
、
敷
ハ
起
・
ア
ニ
於
一
三
、
立
チ
ニ
於
三
二
一
、
成
リ
ニ
於

　
　
五
三
、
盛
ナ
リ
ニ
於
七
三
、
庭
ル
ニ
於
九
三
、
故
二
天
去
寸
レ
地
ヲ
九
－
萬
－
里
…

と
、
複
数
の
項
で
引
く
。
各
書
、
注
の
項
が
重
な
る
の
は
、
先
に
成
立
し
た
注
釈
の
影
響
で
あ
る
が
、
引
用
す
る
「
三
五
暦
紀
」
が
、
『
芸
文
類

聚
』
、
『
太
平
御
覧
』
所
収
の
箇
所
の
み
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
「
三
五
暦
紀
」
の
説
は
、
天
地
開
關
の
説
明
と
し
て
、
需
要
が
あ
っ
た
こ
と

が
伺
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
さ
ら
に
、
漢
籍
で
、
盤
古
の
記
述
を
検
す
る
と
、
梁
の
任
肪
の
『
述
異
記
』
巻
上
に
、
諸
説
を
挙
げ
る
。

　
　
昔
盤
古
氏
之
死
也
、
頭
為
二
四
岳
一
、
副
‖
、
脂
膏
為
二
江
海
一
、
毛
髪
為
二
草
木
一
。
秦
漢
間
俗
説
、
盤
古
氏
頭
為
二
東
岳
一
、
腹
為
二

　
　
中
岳
一
、
左
腎
為
二
南
岳
一
、
右
腎
為
二
北
岳
一
、
足
為
二
西
岳
一
。
先
儒
説
、
盤
古
氏
泣
為
二
江
河
一
、
氣
為
レ
風
、
聲
為
レ
雷
、
目
瞳
為
レ
電
。

　
　
古
説
盤
古
氏
喜
為
レ
清
、
怒
為
レ
陰
。
呉
楚
間
説
、
盤
古
氏
夫
妻
陰
陽
始
也
。
今
南
海
有
二
盤
古
氏
墓
一
。
亘
三
二
百
鹸
里
一
。
俗
云
、
後
人

　
　
追
コ
葬
盤
古
之
魂
一
也
。
桂
林
有
二
盤
古
氏
廟
一
。
今
人
祝
祀
。

『
楊
鴫
暁
筆
』
と
重
な
る
の
は
、
傍
線
部
分
の
み
で
、
目
の
開
閉
で
昼
夜
に
な
り
、
呼
吸
で
暑
寒
に
な
る
と
い
う
記
述
は
な
い
。
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ロ

　
清
の
馬
繍
の
『
繹
史
』
巻
一
「
開
閥
原
始
」
は
「
五
運
歴
年
記
」
を
引
用
し
て
盤
古
か
ら
成
立
し
た
も
の
を
詳
細
に
述
べ
る
。

　
　
五
運
歴
年
記
　
元
氣
濠
鴻
、
萌
芽
弦
始
。
遂
分
二
天
地
一
、
肇
立
二
乾
坤
一
。
啓
レ
陰
感
レ
陽
、
分
］
布
元
氣
一
。
乃
孕
二
中
和
一
是
為
レ
人
也
。

　
　
首
生
二
盤
古
一
、
垂
レ
死
化
レ
身
。
氣
成
二
風
雲
一
、
聲
為
二
雷
霊
一
。
左
眼
為
レ
日
、
右
眼
為
レ
月
。
　
　
　
　
従
二
　
　
　
・
一
｝
。
血
液
為
二
江

　
　
河
一
、
筋
脈
為
二
地
里
一
。
肌
肉
為
二
田
土
一
、
髪
髭
為
二
星
辰
一
。
皮
毛
為
二
草
木
一
、
歯
骨
為
二
金
石
一
。
精
髄
為
二
珠
玉
一
、
汗
流
為
二
雨
澤
一
。

　
　
身
之
諸
轟
因
二
風
所
τ
感
、
化
為
二
黎
叱
一
。

　
盤
古
が
、
死
に
際
し
て
変
化
し
、
口
か
ら
吐
く
息
が
風
雲
と
な
り
、
声
が
雷
震
、
左
目
が
日
、
右
目
が
月
、
四
肢
が
四
極
（
東
西
南
北
の
果

て
）
、
五
体
が
五
岳
（
東
岳
泰
山
・
西
岳
畢
山
、
南
岳
衡
山
、
北
岳
恒
山
、
中
岳
嵩
山
）
、
血
液
が
河
に
、
筋
と
血
管
が
道
に
、
肉
が
田
畑
、
髪

と
髭
が
星
、
皮
毛
が
草
木
に
、
歯
と
骨
が
金
と
石
、
真
髄
が
珠
玉
、
流
れ
る
汗
が
雨
に
、
身
体
の
中
の
虫
が
多
く
の
民
に
な
っ
た
と
列
挙
す
る

が
、
重
な
る
の
は
、
傍
線
部
分
の
み
。
こ
こ
で
も
目
の
開
閉
で
昼
夜
に
、
呼
吸
で
寒
暑
に
な
る
記
述
は
な
い
。

　
目
の
開
閉
の
こ
と
は
明
の
董
斯
張
『
広
博
物
蕊
』
の
巻
九
に
み
え
る
。

　
　
又
五
運
歴
年
記
云
、
盤
古
之
君
、
龍
首
蛇
身
、
嘘
為
二
風
雨
一
、
吹
為
二
雷
電
一
、
開
レ
目
為
レ
昼
、
閉
レ
目
為
レ
夜
…
（
以
下
続
）

『
広
博
物
志
』
は
、
董
斯
張
が
、
西
晋
の
張
華
の
『
博
物
志
』
と
宋
の
李
石
の
『
続
博
物
志
』
を
も
と
に
、
配
列
を
改
め
、
分
類
し
た
類
書
で

あ
る
が
、
現
存
の
『
博
物
志
』
、
『
続
博
物
志
』
に
、
こ
の
記
述
は
見
え
な
い
。
董
斯
張
は
、
明
代
後
期
（
一
五
八
六
ー
一
六
二
八
年
）
の
人
で

あ
り
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
成
立
年
代
（
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
）
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
参
照
に
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
盤
古
が
龍
の
首

を
持
ち
、
蛇
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
く
、
こ
れ
は
、
「
燭
陰
・
燭
龍
」
の
姿
と
類
似
す
る
。
明
代
ま
で
に
、
既
に
、
両
者
は
混
同
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
こ
こ
で
、
二
章
で
触
れ
た
『
山
海
経
』
の
「
海
外
北
経
」
、
「
大
荒
北
経
」
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
『
山
海
経
』
に
、
盤
古
の
記
述
は
な
い

が
、
「
燭
陰
」
、
「
燭
龍
」
の
説
明
で
、
巻
三
「
海
外
北
経
」
に
、

　
　
鏡
山
之
神
、
名
日
二
燭
陰
一
、
視
為
レ
昼
、
瞑
為
レ
夜
、
吹
為
レ
冬
、
呼
為
レ
夏
、
不
レ
飲
、
不
レ
食
、
不
レ
息
、
息
為
レ
風
、
身
長
千
里
。
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と
燭
龍
の
目
の
開
閉
で
、
昼
夜
と
な
り
、
さ
ら
に
、
呼
吸
で
冬
と
夏
に
な
る
こ
と
が
み
え
、
ま
た
、
「
大
荒
北
経
」
に
も
、

　
　
西
北
海
之
外
、
赤
水
之
北
、
有
二
章
尾
山
一
。
有
レ
神
、
人
面
蛇
身
而
赤
、
直
目
正
乗
、
其
瞑
乃
晦
、
其
視
乃
明
、
不
レ
食
不
レ
寝
不
レ
息
、
風

　
　
雨
是
謁
、
是
燭
二
九
陰
一
、
是
謂
二
燭
龍
一
。

と
あ
る
。
漢
籍
で
も
混
同
さ
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
作
者
も
両
者
を
同
一
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ

　
ま
た
、
李
白
の
楽
府
「
北
風
行
」
に
「
燭
龍
棲
二
寒
門
一
、
光
曜
猶
旦
開
。
」
と
、
燭
龍
が
、
北
の
寒
門
に
棲
み
、
光
を
放
っ
て
い
た
こ
と
が
み

え
、
北
と
、
燭
龍
が
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
「
北
山
云
」
は
、
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
盤
古
の
目
の
開
閉
の
表
現
は
、
『
釈
日
本
紀
』
巻
第
五
に
、
「
撮
問
云
、
異
朝
者
、
有
二
巨
人
盤
古
一
。
覆
則
為
レ
天
、
仰
則
為
レ
地
。
観
則
為
レ

書
、
瞑
則
為
レ
夜
。
壽
八
万
歳
。
死
後
目
為
二
日
月
一
、
骨
為
二
金
石
一
。
脂
血
為
二
江
河
一
、
毛
髪
為
二
草
木
一
。
云
、
。
」
と
み
え
る
。
し
か
し
、
『
釈

日
本
紀
』
の
点
線
部
分
、
骨
や
毛
髪
の
変
化
に
つ
い
て
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
言
及
し
な
い
。
直
接
的
な
関
わ
り
で
は
な
い
が
、
一
二
〇
〇
年
代

に
こ
の
よ
う
な
説
が
す
で
に
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
鎌
倉
か
ら
室
町
ま
で
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
陰
陽
道
の
暦
注
『
童
箆
内

　
ほ
ザ

伝
』
巻
第
二
に
、
「
夫
以
、
天
元
無
二
容
貌
一
、
地
亦
非
レ
有
二
形
像
一
、
天
地
一
混
、
猶
如
二
難
卵
一
、
団
圏
無
レ
實
。
（
中
略
）
愛
盤
牛
王
生
二
平
其

中
一
。
身
長
大
一
六
萬
八
千
由
繕
那
也
。
頭
圓
為
レ
天
、
足
方
為
レ
地
。
胸
瞼
瞼
為
二
猛
火
一
、
腹
蕩
蕩
為
二
四
海
一
、
頭
逮
二
干
阿
伽
尼
託
天
一
、
足

跨
二
金
輪
際
底
獄
一
、
左
手
過
二
於
東
弗
婆
提
國
一
、
右
手
逮
二
於
西
題
茶
尼
國
一
。
前
面
掩
二
南
閻
浮
提
國
一
、
後
尻
瑳
二
北
響
軍
國
一
。
§

暑
、
吸
而
為
レ
寒
。
左
眼
為
二
日
光
一
右
眼
為
二
月
光
一
。
開
レ
目
為
レ
書
、
閉
レ
目
為
レ
昏
。
吐
聲
為
二
雷
震
一
吸
氣
為
二
風
雲
一
。
四
時
行
而
萬

物
盛
衰
。
（
中
略
）
本
饅
龍
形
、
沈
二
廣
量
地
一
。
（
…
以
下
続
）
」
と
あ
る
。
胸
、
腹
に
言
及
す
る
こ
と
、
天
竺
の
国
で
、
東
西
南
北
と
す
る
こ
と
、

左
右
の
目
を
示
す
こ
と
は
異
な
る
が
、
傍
線
部
分
は
極
め
て
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
表
現
に
近
い
。
ま
た
、
龍
形
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
し
か

し
、
い
ず
れ
も
『
楊
鴫
暁
筆
』
と
は
、
部
分
的
に
重
な
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
後
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
　
　
　
　
（
句
読
点
は
原
文
に
従
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
さ
れ
ば
、
易
繋
辞
云
、
有
二
天
地
一
、
然
後
有
二
万
物
一
。
有
二
万
物
一
、
然
後
有
二
男
女
一
。
有
二
男
女
一
、
然
後
有
二
夫
婦
一
々
二
々
々
一
然
後

　
　
有
二
父
子
一
、
有
二
父
子
一
、
然
後
有
二
君
臣
一
。
有
二
君
臣
一
、
然
後
有
二
上
下
一
。
有
二
上
下
一
、
然
後
礼
儀
有
レ
所
レ
錯
云
々
。
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と
易
を
引
い
て
結
論
づ
け
る
。
「
易
繋
辞
云
」
と
あ
る
が
、
「
繋
辞
」
に
こ
の
記
述
は
な
い
。
市
古
氏
の
頭
注
に
「
『
周
易
序
卦
伝
』
参
照
」
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ザ

る
よ
う
に
、
『
周
易
序
卦
伝
』
に

　
　
有
二
天
地
一
然
後
有
二
萬
物
一
。
有
二
萬
物
一
然
後
有
二
男
女
一
。
有
二
男
女
一
然
後
有
二
夫
婦
一
。
有
二
夫
婦
一
然
後
有
二
父
子
一
。
有
二
父
子
一
然

　
　
後
有
二
君
臣
一
。
有
二
君
臣
一
、
然
後
有
二
上
下
一
。
有
二
上
下
一
、
然
後
禮
儀
有
レ
所
レ
錯
。

と
、
同
文
が
あ
り
、
こ
れ
を
引
く
。
こ
の
箇
所
は
、
注
釈
書
の
天
地
創
造
後
の
注
に
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
成
立
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ね
　

『
伊
勢
二
所
太
神
宮
神
名
秘
書
』
（
度
会
行
忠
著
）
、
『
類
聚
神
祇
本
源
』
、
『
元
元
集
』
の
、
国
常
立
尊
が
現
れ
た
注
、
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
の
伊
弊

諾
、
伊
弊
冊
の
国
生
み
の
注
で
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
箇
所
を
引
く
。
い
ず
れ
も
出
典
を
誤
る
も
の
は
な
く
、
『
周
易
序
卦
伝
』
の
説
で
あ
る
こ
と
は

周
知
の
こ
と
と
い
え
る
。

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
作
者
は
、
注
釈
書
の
知
識
が
あ
り
、
そ
の
手
法
を
用
い
る
が
、
出
典
を
誤
っ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
。

四
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
神
在
経
」
の
記
述

　
次
に
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
「
神
在
経
云
」
と
し
て
、
盤
古
の
系
譜
を
説
く
。
盤
古
の
父
が
盤
石
王
で
、
三
人
の
王
子
を
有
し
、
そ
の
第
一
王

子
が
盤
古
王
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
盤
古
王
に
、
五
人
の
子
、
い
わ
ゆ
る
五
帝
龍
王
が
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
五
帝
龍
王
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
王

子
と
そ
の
意
味
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
述
の
後
、
二
字
下
げ
の
別
記
形
式
で
、
「
私
云
、
此
事
い
ま
だ
本
書
を
見
ず
、
陰
陽
の
書
に
あ

り
、
追
而
可
勘
。
」
と
本
文
が
孫
引
き
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
市
古
氏
は
頭
注
で
「
以
下
、
『
童
箆
内
伝
』
巻
二
に
類
似
の
記
述
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。

　
「
神
在
経
」
は
、
『
四
庫
全
書
』
の
中
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
著
名
な
類
書
類
、
『
初
学
記
』
、
『
芸
文
類
聚
』
、
『
太
平
御
覧
』
、
『
太
平
広
記
』

な
ど
に
も
引
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
『
文
選
』
の
諸
注
に
も
書
名
が
現
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
『
中
華
大
蔵
経
』
、
陰
陽
書
『
五
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行
大
義
』
に
も
書
名
が
見
え
な
い
。
日
本
の
類
書
『
塵
添
瑳
嚢
抄
』
、
『
明
文
抄
』
な
ど
に
も
引
用
さ
れ
な
い
。

　
村
山
修
一
氏
は
著
書
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』
（
塙
書
房
）
で
、
妙
法
院
所
蔵
の
神
像
絵
巻
に
「
『
神
在
経
』
な
る
も
の
」
が
引
か
れ
、
そ
れ

と
類
似
し
た
記
述
が
『
箆
墓
内
伝
』
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
『
神
像
絵
巻
』
は
、
『
妙
法
院
史
料
』
第
六
巻
に
写
真
版
で
所
収
さ
れ
て
い
る
。

「
神
在
経
」
の
書
名
が
現
れ
る
の
は
、
管
見
に
入
っ
た
中
で
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。

　
『
神
像
絵
巻
』
は
、
『
妙
法
院
史
料
』
の
村
山
修
一
氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
「
巻
子
本
で
最
初
の
部
分
は
欠
失
し
、
別
の
紙
を
補
っ
て
「
神
像
」

の
外
題
が
つ
け
ら
れ
」
、
正
式
名
称
は
不
明
で
あ
る
。
奥
書
に
「
観
応
元
年
庚
寅
三
月
十
一
日
賜
小
野
僧
正
興
ー
御
本
」
と
あ
り
、
「
天
神
七
代

が
十
一
体
、
地
神
五
代
が
五
体
、
盤
古
王
お
よ
び
五
帝
龍
王
六
体
、
牛
頭
天
王
一
体
」
の
図
像
を
有
し
、
そ
れ
に
説
明
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

牛
頭
天
王
の
記
述
が
あ
る
が
、
『
笛
基
内
伝
』
も
、
盤
古
の
記
述
の
前
の
巻
一
に
牛
頭
天
王
の
縁
起
を
有
し
て
お
り
、
類
似
性
が
伺
え
る
。
ち
な

み
に
、
『
籔
質
内
伝
』
で
盤
古
を
「
盤
牛
」
と
表
記
す
る
の
は
、
牛
頭
天
王
と
関
連
づ
け
る
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
『
神
像
絵
巻
』
（
以
下
『
絵
巻
』
と
略
す
）
と
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
、
『
童
箆
内
伝
』
（
以
下
『
内
伝
』
と
略
す
）
の
記
述
を
比
較
検

討
し
て
み
た
い
。
三
者
の
記
述
を
表
に
し
、
適
宜
、
番
号
を
付
け
る
。
『
絵
巻
』
は
、
私
に
翻
刻
し
、
返
り
点
、
句
読
点
を
付
し
た
。
但
し
、
原

本
に
あ
る
送
り
仮
名
は
残
し
た
。

妙
法
院
「
神
像
絵
巻
」

『
楊
鴫
暁
筆
』

『
重
箆
内
伝
』

（
冒
頭
）
盤
古
王
事
依
テ
ニ
神
在
経
ノ
意
二
一
云
、
娑
婆
世
界
宿
ノ
初
ノ
神
王
ヲ
云
二
盤
石
王
ト
一
。
亦
云
二
大
馬
石
王
一
。
有
三
二
人
ノ
子
、
、
、
コ
一
、
一
者
名
二
盤
古
王
ト
一
、
二
者
名
二
土
府
ト
一
、
三
者
号
二
土
公
一
。
初
盤
古
王
二
有
二
五
人
ノ
妻
一
。

又
神
在
経
云
、
盤
古
王
の
父
を
盤
石
王
と
名
付
、
三
人
の
王
子
あ
り
。
第
一
は
盤
古
王
、
次
は
土
府
神
、
第
三
は
土
公
神
な
り
。
其
盤
古
王
に
五
人
の
王
子
あ
り
。

記
述
な
し
（
巻
二
の
序
の
末
尾
に
「
…
等
妻
二
愛
五
宮
采
女
一
、
産
二
五
帝
龍
王
一
。
」
と
あ
る
。
）
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③
西
方
ノ
妻
ヲ
名
二
陽
堂
女
ト
一
。
其
子
名
二
白
帝
龍
王
ト
一
。
・
・
有
二
十
二
人
子
一
。
建
除
等
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④
北
方
ノ
妻
ヲ
名
二
恵
吉
女
ト
一
。
其
子
黒
帝
龍
王
。
・
・
二
有
二
九
人
子
一
。
一
徳
二
儀
等

第
四
を
ば
黒
竜
王
と
申
、
母
は
若
勢
女
也
。
北
方
を
つ
か
さ
ど
る
。
九
人
の
子
を
生
せ
り
。
謂
く
一
徳
、
二
儀
、
三
生
、
四
敦
、
五
鬼
、
六

「
四
、
九
圖
之
名
義
」
第
四
妻
女
號
二
癸
采
女
一
、
産
コ
生
黒
帝
黒
龍
王
一
、
領
二
冬
七
十
二
日
一
、
妻
コ
愛
上
吉
女
一
、
生
二
九
人
王
子
一
。
所
謂
一
徳
天
上
水
、
二
義

海
、
七
陽
、
八
難
、
九
厄
こ
れ
な
り
。

虚
空
火
、
三
生
造
作
木
、
四
殺
剣
鐵
金
、
五
鬼

欲
界
土
、
六
害
江
河
水
、
七
陽
國
土
火
、
八
難

森
林
木
、
九
厄
土
中
金

＊
所
謂
其
王
子
者
一
徳
、
二
義
、
三
生
、
四
殺
、

五
鬼
、
六
害
、
七
陽
、
八
難
、
九
厄
也

（
＊
楊
本
、
岩
本
、
國
本
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
P
’
カ
⑤
中
央
ノ
妻
ヲ
名
二
圏
勢
女
一
。
其
子
名
二
黄
帝
龍
王
一
。
有
二
十
八
人
子
一
。
蹄
忌
往
亡
等
也
。
以
下
、
青
帝
龍
王
か
ら
、
順
に
図
像
を
載
せ
る
。

第
五
を
ば
黄
竜
王
と
申
、
母
は
恵
吉
女
な
り
。
中
央
を
つ
か
さ
ど
る
。
其
子
四
十
五
人
あ
り
。

黄
帝
龍
王
の
図
像
に
「
有
二
四
十
五
人
王

歳
徳
、
歳
徳
合
、
月
徳
、
月
徳
合
、
天
恩
、
天

＊
歳
徳
日
、
歳
徳
合
日
、
月
徳
日
、
月
徳
合
日
、

子
一
。
」
と
み
え
る
。

赦
、
母
倉
、
帰
忌
、
往
亡
、
厭
対
、
厭
日
、
九

天
恩
日
、
天
赦
日
、
母
倉
日
、
（
そ
れ
ぞ
れ
の
説

炊
、
血
忌
、
元
翅
、
月
敦
、
重
日
、
復
日
、
五

明
を
付
す
が
略
す
）

墓
、
八
竜
、
七
鳥
、
九
廊
、
六
蛆
、
戊
日
、
滅

門
、
大
禍
、
狼
籍
、
天
一
、
大
日
、
阿
律
知
、

斗
加
、
天
呑
、
地
呑
、
歳
呑
、
月
呑
、
時
呑
、

八
足
、
不
吊
人
、
忌
遠
行
、
忌
夜
行
、
不
視
病
、

不
問
日
、
遊
歳
、
不
食
時
、
正
命
。
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厭
日
、
厭
封
、
販
亡
、
往
亡
、
赤
口
、
赤
舌
、

九
攻
、
減
食
、
滅
日
、
没
日
、
血
忌
、
無
翅
、

重
日
、
復
日
、
八
龍
、
七
鳥
、
九
虎
、
六
蛇
、

五
貧
、
八
品
、
五
鬼
、
六
合
、
大
祠
、
狼
籍
、

滅
門
、
阿
律
智
、
斗
賀
祠
、
天
伯
、
地
伯
、
天

道
、
地
道
、
天
参
、
地
参
、
不
遠
行
、
不
夜
行
、

不
問
病
、
不
覗
病
、
天
一
方
伯
、
天
門
、
八
毘

（
＊
母
倉
以
下
、
楊
本
、
岩
本
、
國
本
、
慶
本

作
従
厭
日
至
間
日
　
）

　
三
者
の
記
述
方
法
が
、
方
位
、
子
孫
、
そ
の
意
味
の
順
で
記
す
こ
と
は
共
通
す
る
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
龍
王
を
主
体
と
し
、
盤
古
の
妻
を

「
母
」
、
『
絵
巻
』
、
『
内
伝
』
は
、
盤
古
を
主
体
と
し
、
「
妻
」
と
表
現
し
、
視
点
を
異
に
す
る
。
ま
た
、
『
内
伝
』
は
、
吉
凶
に
重
点
を
置
く
。

『
絵
巻
』
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
吉
凶
を
記
さ
ず
、
盤
古
の
説
話
と
し
て
ま
と
め
る
。
吉
凶
を
記
さ
な
い
こ
と
と
合
わ
せ
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
③
で
、

十
二
直
の
「
建
」
を
「
断
」
と
誤
る
こ
と
か
ら
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
作
者
は
、
陰
陽
道
に
対
し
て
関
心
が
低
い
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
異
同
を
み
て
い
く
。
冒
頭
部
、
『
絵
巻
』
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
と
も
に
、
盤
古
王
の
父
の
代
か
ら
の
系
譜
を
説
く
が
、
『
内
伝
』
に
そ
の
記

述
は
な
い
。
①
か
ら
⑤
と
、
全
て
、
龍
王
を
産
ん
だ
母
の
名
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
②
「
陽
堂
女
」
は
、
『
絵
巻
』
③
の

西
方
の
妻
の
名
と
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
③
「
福
女
」
は
、
『
絵
巻
』
①
の
妻
の
名
と
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
⑤
「
恵
吉
女
」
は
、
『
絵
巻
』
④
の
妻
の
名
と
、

そ
れ
ぞ
れ
重
な
る
。
『
絵
巻
』
⑤
の
中
央
の
妻
の
名
は
、
一
字
判
定
し
に
く
い
が
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
①
の
青
帝
龍
王
を
産
ん
だ
「
萱
勢
女
」
と
重

な
ら
な
い
か
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
④
の
「
若
勢
女
」
の
名
の
み
が
、
『
絵
巻
』
に
見
え
な
い
。
た
だ
し
、
五
女
の
う
ち
三
女
ま
で
、
方
位
は
異
な
る

が
『
絵
巻
』
と
重
な
る
。
ま
た
、
⑤
で
「
黄
竜
王
」
の
子
を
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
「
四
十
五
人
」
と
し
、
『
絵
巻
』
、
『
内
伝
』
と
異
な
る
が
、
『
絵

巻
』
の
図
像
に
は
「
四
十
五
人
」
と
あ
り
、
こ
れ
と
重
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
『
楊
鴫
暁
筆
』
と
『
絵
巻
』
の
典
拠
の
母
体
と
し
て
「
神
在
経
」
な
る
書
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
異
同
か
ら
、
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「
神
在
経
」
に
諸
本
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
『
絵
巻
』
が
『
楊
鴫
暁
筆
』
を
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
『
絵
巻
』
を
典
拠
と
し
た
可

能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
異
同
の
大
き
さ
か
ら
、
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
『
絵
巻
』
、
『
内
伝
』
が
、
「
牛
頭
天
王
」
と
関
わ
る
の
に
対
し
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
が
全
く
関
わ
ら
な
い
こ
と
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
独
自

性
と
い
え
よ
う
。五

、
ま
と
め

　
以
上
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
盤
古
の
記
述
を
概
観
し
た
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
盤
古
王
の
記
述
は
、
構
成
に
注
釈
書
の
手
法
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
い
く
つ
か
の
漢
籍
の
内
容
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
通
常
と
異
な
り
、
今
回
の
盤
古
王
の
説
話
は
、
特
定
の
典
拠
は
限
定
で
き

な
い
。
部
分
的
な
表
現
を
組
み
合
わ
せ
、
他
書
の
断
片
的
な
盤
古
を
創
造
主
の
姿
と
し
て
総
括
す
る
。
「
神
在
経
」
に
つ
い
て
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』

と
「
神
在
経
」
の
書
名
が
見
え
る
『
絵
巻
』
と
を
比
較
し
、
異
同
は
大
き
い
も
の
の
、
内
容
、
細
か
な
名
称
の
重
な
り
か
ら
、
「
神
在
経
」
な
る

書
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
に
、
書
名
が
み
え
る
意
義
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
『
絵
巻
』
、
『
内
伝
』
と
比
較
し
、
『
内
伝
』
は
吉
凶
を
重
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
吉
凶
の
説
明
の
た
め
に
、
『
絵
巻
』
は
次
の
章
の
牛
頭
天

王
の
項
で
、
陰
陽
道
の
説
を
引
く
伏
線
と
し
て
こ
の
説
を
述
べ
る
。
『
内
伝
』
も
、
巻
一
に
、
牛
頭
天
王
の
縁
起
を
有
し
、
牛
頭
天
王
と
関
わ
り

を
持
つ
。
し
か
し
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
吉
凶
に
つ
い
て
全
く
記
さ
ず
、
ま
た
、
牛
頭
天
王
に
つ
い
て
、
他
の
箇
所
で
も
一
切
記
述
し
な
い
。
盤
古

の
説
を
、
何
か
の
説
明
と
し
て
で
は
な
く
、
次
の
歴
史
に
連
な
る
系
譜
の
流
れ
の
中
で
盤
古
を
位
置
づ
け
、
あ
く
ま
で
、
盤
古
の
物
語
と
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
注
釈
書
、
暦
注
の
世
界
に
関
わ
る
説
ま
で
、
積
極
的
に
摂
取
す
る
こ
と
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
編
纂
の
あ
り
方
に
も
通

じ
る
だ
ろ
う
。
創
世
説
話
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
さ
れ
る
の
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注（
1
）
　
「
群
書
類
従
　
第
八
輯
』
に
拠
る
。

（
2
）
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
三
月
）
に
拠
る
。

（
3
）
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
二
年
一
月
）
に
拠
る
。

（
4
）
水
野
弥
穂
子
校
注
『
正
法
眼
蔵
（
二
）
』
（
岩
波
文
庫
、
平
成
五
年
＝
月
）
に
拠
る
。

（
5
）
市
古
貞
次
校
注
「
楊
鴫
暁
筆
」
中
世
の
文
学
（
三
弥
井
書
店
、
平
成
四
年
一
月
）

（
6
）
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
「
芸
文
類
聚
」
研
究
班
『
藝
文
類
聚
（
巻
一
）
訓
読
付
索
引
』
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
平
成
二
年
三
月
）

（
7
）
　
『
四
部
叢
刊
　
三
編
子
部
」
「
太
平
御
覧
　
二
」
に
拠
る
。

（
8
）
　
『
神
道
体
系
　
論
説
編
五
　
伊
勢
神
道
（
上
ご
（
神
道
体
系
編
纂
会
、
平
成
五
年
七
月
）

（
9
）
　
（
8
）
に
同
じ

（
1
0
）
　
『
神
道
体
系
　
論
説
編
十
八
　
北
畠
親
房
（
上
ご
（
神
道
体
系
編
纂
会
、
平
成
三
年
三
月
）

（
1
1
）
　
『
神
道
体
系
　
古
典
註
釈
編
五
　
釈
日
本
紀
」
（
神
道
体
系
編
纂
会
、
昭
和
六
一
年
十
二
月
）

（
1
2
）
引
用
は
『
神
道
体
系
　
古
典
註
釈
編
三
　
日
本
書
紀
註
釈
（
中
）
」
（
神
道
体
系
編
纂
会
、
昭
和
六
〇
年
十
二
月
）
に
拠
る
。
ま
た
、
天
理
図
書
館
善

　
本
叢
書
和
書
之
部
第
二
十
七
巻
「
日
本
書
紀
纂
疏
日
本
書
紀
抄
」
（
八
木
書
店
、
昭
和
五
二
年
一
月
）
を
も
参
照
し
た
。

（
1
3
）
叢
書
集
成
二
七
〇
四
『
前
定
録
　
続
録
及
其
他
十
一
種
」
中
華
書
局

（
1
4
）
　
『
四
庫
全
書
」
第
三
六
五
「
史
部
　
紀
事
本
末
類
」
（
上
海
古
籍
出
版
社
）

（
1
5
）
　
『
四
庫
全
書
」
第
九
八
〇
「
子
部
　
類
書
」
（
上
海
古
籍
出
版
社
）

（
1
6
）
衰
珂
校
注
『
山
海
経
校
注
」
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
昭
和
五
五
年
七
月
）

（
1
7
）
続
国
訳
漢
訳
大
成
「
李
白
全
詩
集
」
第
一
巻
（
誠
晃
社
、
平
成
二
年
二
月
）

（
1
8
）
引
用
は
、
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
増
補
版
』
（
汲
古
書
院
、
昭
和
六
〇
年
二
月
初
版
、
平
成
十
二
年
一
月
第
三
版
）
の
第
五
章
、
第
二

　
節
「
箆
箆
内
伝
本
文
と
そ
の
校
訂
」
に
拠
る
。
ま
た
、
私
に
返
り
点
を
付
し
た
。
成
立
に
つ
い
て
は
、
同
第
一
節
「
笛
箆
内
伝
の
抄
本
に
つ
い
て
」
、
『
日
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本
の
仏
教
』
第
n
期
・
第
三
巻
「
日
本
仏
教
の
文
献
ガ
イ
ド
」
（
法
蔵
館
・
平
成
十
三
年
十
二
月
）
等
を
参
照
し
た
。

（
1
9
）
本
田
済
『
易
』
新
訂
中
国
古
典
選
（
朝
日
新
聞
社
昭
和
四
一
年
二
月
）

（
2
0
）
　
（
8
）
に
同
じ

（
2
1
）
　
『
妙
法
院
史
料
　
第
六
巻
」
「
古
記
録
・
古
文
書
二
」
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
六
年
二
月
）
。
私
に
翻
刻
し
、
返
り
点
、
句
読
点
を
付
し
た
。
但
し
、

　
原
本
に
あ
る
送
り
仮
名
は
、
残
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
修
了
・
研
究
生
）
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